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は
じ
め
に

　

河
川
の
治
水
は
、
大
規
模
な
も
の
は
国
家
権
力
に
よ
っ
て
、
小
規

模
な
も
の
は
村
落
の
共
同
の
力
で
行
わ
れ
た
と
い
わ
れ
る
。
河
川
の

沿
岸
で
は
渇
水
時
に
は
人
工
的
に
水
路
を
引
い
て
灌
漑
を
行
い
、
増

水
期
に
は
堤
防
を
固
め
て
氾
濫
を
防
ぐ
。
河
川
の
水
量
の
増
減
は
、

河
川
の
流
れ
る
地
域
の
気
候
と
地
形
に
よ
っ
て
異
な
る
。
エ
ジ
プ
ト

の
ナ
イ
ル
川
、
メ
ソ
ポ
タ
ミ
ア
の
チ
グ
リ
ス
・
ユ
ー
フ
ラ
テ
ス
川
、

イ
ン
ド
の
イ
ン
ダ
ス
川
、
中
国
の
黄
河
と
長
江
と
い
っ
た
巨
大
河
川

の
な
か
で
も
、
ナ
イ
ル
川
や
黄
河
で
は
古
代
か
ら
大
規
模
な
治
水
灌

漑
事
業
が
行
わ
れ
た
。
土
木
工
事
の
た
め
に
は
大
量
の
労
働
人
員
が

動
員
さ
れ
、
土
木
の
た
め
の
鉄
製
農
具
が
必
要
と
な
っ
て
く
る
。
こ

う
し
た
治
水
灌
漑
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
た
者
が
巨
大
な
権
力
者
と

な
っ
た
と
考
え
ら
れ
た
。

　

一
九
世
紀
の
カ
ー
ル
・
マ
ル
ク
ス
や
フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
・
エ
ン
ゲ
ル
ス

の
理
論
で
は
、
ア
ジ
ア
的
な
専
制
権
力
を
生
み
出
し
た
の
は
、
乾
燥

し
た
気
候
風
土
と
、
大
規
模
な
治
水
灌
漑
に
あ
る
と
考
え
ら
れ
た
。

そ
の
大
規
模
な
治
水
灌
漑
を
行
っ
た
の
は
、
地
方
政
府
か
中
央
政
府

の
仕
事
で
あ
っ
た
と
い
う
。
二
〇
世
紀
の
カ
ー
ル
・
ア
ウ
グ
ス
ト
・

ウ
ィ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ゲ
ル
も
、
旧
ソ
ビ
エ
ト
や
中
国
の
現
代
の
社
会
主

義
的
な
権
力
の
淵
源
が
、
ア
ジ
ア
的
な
水
利
社
会
に
あ
る
と
考

え
〉
1
〈

た
。
た
だ
こ
う
し
た
理
論
は
、
ア
ジ
ア
社
会
を
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
民

主
主
義
に
対
置
し
よ
う
と
す
る
あ
ま
り
に
、
専
制
主
義
を
停
滞
的
な

も
の
と
し
て
否
定
的
に
と
ら
え
る
傾
向
が
あ
っ
た
。
ア
ジ
ア
の
治
水

を
よ
り
実
態
に
即
し
て
ま
ず
は
理
解
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
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古
代
中
国
で
は
戦
国
時
代
か
ら
大
規
模
な
灌
漑
水
路
と
堤
防
が
築

か
れ
た
。
と
く
に
戦
国
時
代
の
秦
の
行
っ
た
鄭て
い

国こ
く

渠き
ょ

は
中
国
の
統
一

の
経
済
的
な
基
盤
と
な
っ
た
と
い
う
。
司
馬
遷
は
『
史
記
』
巻
二
九

河
渠
書
の
な
か
で
「
是
に
於
い
て
関
中
は
沃
野
と
為
り
、
凶
年
無

く
、
秦
は
以
て
富
彊
た
り
、
卒
に
諸
侯
を
并あ
わ

せ
、
因
り
て
命
じ
て
鄭

国
渠
と
曰い

う
」
と
い
う
。
す
な
わ
ち
鄭
国
渠
に
よ
っ
て
秦
の
関
中
平

原
は
豊
か
な
土
地
と
な
り
、
そ
の
秦
の
豊
か
さ
が
東
方
の
六
諸
侯
国

の
併
合
を
導
い
た
と
い
う
。
鄭
国
渠
は
戦
時
体
制
の
な
か
で
行
わ
れ

た
灌
漑
施
設
で
あ
っ
た
。
た
し
か
に
秦
は
こ
れ
に
よ
っ
て
経
済
力
を

勝
ち
得
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
。

　

し
か
し
秦
の
水
利
事
業
は
鄭
国
渠
に
と
ど
ま
ら
な
か
っ
た
。
中
国

史
上
最
初
の
統
一
帝
国
秦
の
水
と
の
関
わ
り
は
、
よ
り
多
様
で
あ

り
、
戦
国
時
代
ま
で
に
蓄
積
さ
れ
た
水
利
技
術
が
さ
ま
ざ
ま
な
方
面

に
応
用
さ
れ
て
い
た
。
こ
こ
で
は
中
国
史
上
最
初
の
帝
国
と
水
と
の

関
わ
り
に
つ
い
て
見
て
い
き
た
い
。
人
間
の
力
に
よ
っ
て
大
規
模
な

治
水
灌
漑
を
行
う
と
い
う
よ
り
も
、
意
外
な
ほ
ど
自
然
の
水
の
原
理

に
沿
っ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
に
気
づ
か
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。

一
　
山
系
と
水
系
の
一
体
性

　

自
然
の
水
源
の
恵
み
を
人
間
の
生
活
に
役
立
て
る
こ
と
を
広
い
意

味
で
水
利
と
い
う
の
で
あ
れ
ば
、
山
地
の
地
表
水
と
地
下
の
湧
出
水

が
河
川
の
源
流
と
な
り
、
そ
れ
が
平
原
に
流
れ
て
海
に
注
い
で
い
く

河
川
の
水
系
の
全
体
に
注
目
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
水
を
供
給
し

た
の
は
山
で
あ
り
、
水
系
と
山
系
と
は
一
体
で
あ
っ
た
。
そ
の
な
か

で
水
の
自
然
の
循
環
を
滞
ら
せ
な
い
こ
と
に
水
利
の
基
本
原
理
が
あ

る
こ
と
を
中
国
古
代
の
人
々
は
熟
知
し
て
い
た
。

　
『
史
記
』
河
渠
書
の
冒
頭
で
は
、『
夏
書
』（『
尚
書
』
虞
夏
書
の
一

篇
に
あ
た
る
）
を
引
用
し
な
が
ら
、
夏
の
禹
に
託
し
た
治
水
伝
説
が

語
ら
れ
る
。
こ
の
禹
の
故
事
に
は
、
夏
王
朝
を
樹
立
し
た
歴
史
で
は

な
く
、
後
世
の
春
秋
戦
国
時
代
の
水
利
の
思
想
が
反
映
し
て
お
り
、

伝
説
は
荒
唐
無
稽
な
記
述
で
は
な
い
。

　

禹
は
一
三
年
間
に
わ
た
っ
て
中
国
を
襲
っ
た
河
水
（
黄
河
）
の
洪

水
を
治
め
よ
う
と
し
た
。
こ
こ
で
い
う
河
水
あ
る
い
は
河
は
古
代
の

黄
河
の
名
称
で
あ
り
、
黄
河
の
名
称
は
唐
代
以
降
に
定
着
し
た
。
禹

が
洪
水
対
策
と
し
て
河
川
だ
け
を
対
象
と
し
て
い
な
い
こ
と
は
興
味

深
い
。
禹
は
移
動
手
段
を
換
え
な
が
ら
陸
行
、
水
行
、
泥
行
、
山
行

を
試
み
て
全
国
を
巡
回
し
た
。
平
原
の
陸
地
で
は
車
に
載
り
、
河
川

で
は
舟
に
載
り
、
泥
地
で
は
か
ん
じ
き
を
履
き
、
山
地
で
は
滑
り
ど

め
を
施
し
た
靴
を
履
い
て
登
っ
た
。
こ
こ
で
い
う
泥
行
で
訪
れ
た
泥

地
と
は
、『
史
記
』
巻
二
夏
本
紀
の
張
守
節
（
唐
）
の
正
義
の
注
で

は
、「
今
の
杭
州
、
温
州
の
海
辺
」
す
な
わ
ち
海
辺
の
干
潟
の
こ
と

と
す
る
が
、
海
辺
に
限
定
す
る
よ
り
も
内
陸
の
湖
沼
の
湿
地
帯
を
広

く
指
し
た
と
理
解
し
た
い
。
禹
に
と
っ
て
陸
（
平
原
）
と
水
（
河

川
）
と
泥
（
沼
沢
）
と
山
（
山
地
）
の
地
勢
は
一
体
で
あ
っ
た
。
山

か
ら
流
れ
た
水
は
平
原
を
流
れ
、
溢
れ
る
水
は
沼
沢
に
吸
収
さ
れ
な
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が
ら
、
海
に
注
い
で
い
く
。
洪
水
を
治
め
る
に
は
、
山
岳
で
は
山
林

の
植
生
を
保
持
し
な
が
ら
地
下
水
を
湧
出
さ
せ
、
平
原
で
は
河
川
の

強
い
流
れ
を
分
水
し
て
力
を
弱
め
て
堤
防
に
負
担
を
か
け
ず
、
湖
沼

で
は
溢
れ
る
水
を
一
時
的
に
貯
め
て
河
川
に
負
担
を
か
け
な
い
。
九

州
の
全
土
で
は
、
九
川
の
河
川
を
通
じ
さ
せ
、
九
沢
の
湖
沼
を
堤
で

囲
み
、
九
山
の
山
系
を
整
え
た
。
九
山
の
山
並
み
を
整
え
る
と
い
う

の
は
、
い
う
ま
で
も
な
く
山
を
切
り
崩
し
て
開
発
す
る
こ
と
で
は
な

い
。
山
林
の
植
生
を
管
理
し
、
山
に
浸
透
し
湧
出
す
る
水
量
を
調
節

す
る
こ
と
で
あ
っ
た
。

　

黄
河
の
水
利
は
黄
河
流
域
が
楚
以
外
の
秦
・
魏
・
韓
・
趙
・
燕
・

斉
の
諸
国
家
に
よ
っ
て
分
断
さ
れ
て
い
た
戦
国
時
代
に
は
、
理
想
に

す
ぎ
な
か
っ
た
。
と
く
に
下
流
で
は
現
在
の
黄
河
の
流
道
と
は
異
な

る
の
で
、
古
黄
河
と
呼
ん
で
お
く
。
黄
河
は
積
石
山
か
ら
龍
門
の
細

い
峡
谷
を
へ
て
南
下
し
て
華
陰
（
華
山
の
北
側
）
に
衝
突
し
、
東
に

直
角
に
方
向
を
変
え
て
砥て
い

柱
（
三
門
峡
）
を
へ
、
孟
津
の
渡
し
を
通

過
し
、
洛
水
と
の
合
流
点
を
過
ぎ
て
か
ら
大た
い

邳ひ

山
に
至
る
。
こ
こ
か

ら
下
流
は
広
大
な
平
原
を
流
れ
る
の
で
し
ば
し
ば
氾
濫
を
起
こ
す
。

そ
の
た
め
に
古
黄
河
は
で
き
る
だ
け
高
地
に
沿
っ
て
水
を
流
し
、
大

陸
沢
で
貯
水
し
た
後
は
、
九
河
に
分
流
し
て
力
を
相
殺
さ
せ
、
最
後

は
渤
海
に
流
し
た
。
こ
の
禹
の
伝
説
の
古
黄
河
の
第
一
の
流
れ
は
、

春
秋
時
代
に
は
南
に
移
動
し
て
第
二
の
古
黄
河
と
な
っ
た
。

　

古
黄
河
の
流
れ
が
九
山
の
連
峰
と
一
体
で
あ
っ
た
と
い
う
認
識
は

興
味
深
い
。
九
山
も
汧け
ん

山
、
岐
山
に
始
ま
り
、
荊
山
か
ら
河
水
を
超

え
て
壺
口
山
、
雷
首
山
、
太
嶽
（
霍
山
）
に
至
り
、
砥
柱
山
、
析
城

山
、
王
屋
山
、
太
行
山
、
常
山
（
恒
山
）
を
連
ね
て
碣け
っ

石せ
き

で
海
に

入
っ
た
。
碣
石
を
碣
石
山
と
見
る
説
も
あ
っ
た
が
、
秦
の
碣
石
宮
の

発
掘
で
、
碣
石
は
海
に
聳
え
る
姜
女
石
で
あ
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
て

い
る
。
平
野
を
流
れ
る
河
水
の
下
流
を
安
定
さ
せ
る
た
め
に
は
、
で

き
る
か
ぎ
り
太
行
山
、
恒
山
に
沿
い
な
が
ら
、
碣
石
で
海
に
入
る
の

が
安
定
し
た
川
筋
と
考
え
ら
れ
て
い
た
。
山
に
沿
っ
て
水
を
流
す
と

い
う
こ
と
は
、
傾
斜
し
た
平
原
を
利
用
す
る
こ
と
で
あ
る
の
で
、
安

定
し
た
河
道
を
維
持
で
き
る
。
山
系
と
水
系
は
同
体
で
あ
り
、
た
え

ず
河
水
の
源
流
を
生
み
出
し
、
河
水
の
本
流
に
注
ぎ
込
ん
で
い
く
の

で
、
安
定
し
た
水
量
も
維
持
で
き
る
。

　

前
二
二
一
年
秦
に
よ
る
統
一
以
降
、
黄
河
の
統
一
的
な
管
理
が
可

能
と
な
り
、
黄
河
の
支
流
で
も
治
水
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

司
馬
遷
は
『
史
記
』
河
渠
書
の
な
か
に
前
漢
武
帝
の
時
代
に
至
る
中

国
古
代
の
水
利
の
歴
史
を
ま
と
め
て
い
る
。
そ
こ
で
は
伝
説
の
夏
の

禹
王
の
治
水
が
理
想
と
さ
れ
、
そ
れ
と
の
比
較
で
武
帝
の
治
世
の
治

水
の
失
敗
が
語
ら
れ
る
。
秦
の
水
利
に
関
し
て
は
戦
国
時
代
の
李
冰

の
都
江
堰
と
、
始
皇
帝
の
秦
王
の
時
代
の
鄭
国
渠
が
天
下
統
一
の
要

因
に
な
っ
た
と
言
及
し
て
い
る
。
秦
の
水
利
と
し
て
と
り
あ
げ
ら
れ

る
の
は
こ
の
二
つ
だ
け
で
あ
る
。
し
か
し
ほ
か
に
も
統
一
後
の
秦
の

百
越
戦
争
に
お
い
て
は
霊
渠
と
い
う
運
河
を
造
営
し
て
、
軍
糧
と
兵

士
の
輸
送
に
活
用
し
、
ま
た
対
匈
奴
戦
争
に
お
い
て
も
黄
河
の
水
運

が
利
用
さ
れ
た
。
実
際
の
秦
の
歴
史
を
ふ
り
か
え
る
と
、
水
利
が
き
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わ
め
て
重
要
で
あ
り
、
多
面
的
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
近
年
の

考
古
資
料
は
わ
た
く
し
た
ち
に
さ
ら
に
河
渠
書
の
記
述
を
こ
え
て
秦

の
水
利
の
実
態
を
認
識
さ
せ
て
く
れ
る
。
中
原
か
ら
受
容
し
た
先
進

的
な
治
水
灌
漑
技
術
は
、
ま
ず
鄭
国
渠
と
し
て
農
地
の
灌
漑
に
導
入

さ
れ
、
同
時
に
地
下
水
を
排
出
す
る
技
術
と
し
て
始
皇
帝
陵
の
地
下

宮
殿
の
水
利
に
も
応
用
さ
れ
た
。

二
　
秦
の
鄭
国
渠
の
水
─
─
北
山
に
沿
っ
た
三
百
里

　

古
代
の
鄭
国
渠
は
二
二
〇
〇
年
あ
ま
り
を
経
て
今
で
も
生
き
て
い

る
。
現
在
の
涇け
い

恵け
い

渠き
ょ

の
水
は
小
麦
や
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
、
綿
花
の
畑
を

灌
漑
し
て
い
る
。
涇け
い

水
の
水
は
仲
山
の
山
間
部
か
ら
関
中
の
盆
地
に

流
れ
込
み
、
や
が
て
渭
水
に
合
流
す
る
。
涇
水
と
渭
水
は
古
来
な
ら

び
称
さ
れ
た
。
衛
の
地
方
の
谷
風
と
い
う
歌
の
一
節
に
「
涇
は
渭
を

以
て
濁
る
」（『
詩
経
』
邶は
い

風
）
と
あ
る
。
濁
っ
た
涇
水
は
澄
ん
だ
渭

水
に
出
会
っ
て
そ
の
濁
り
が
顕
著
に
な
る
と
い
う
。
涇
水
の
流
れ
は

高
低
差
が
あ
っ
て
速
く
、
関
中
平
原
を
東
西
に
流
れ
る
渭
水
は
緩
や

か
で
あ
る
。
緩
や
か
で
あ
る
ほ
ど
、
土
砂
は
川
底
に
堆
積
し
て
澄
ん

で
く
る
。
渭
水
の
南
は
秦
嶺
山
脈
の
豊
富
な
水
が
潤
し
て
く
れ
る
。

渭
水
の
北
の
平
原
は
乾
燥
し
て
い
る
。
そ
こ
で
人
工
的
な
灌
漑
水
路

（
渠
）
が
必
要
と
な
っ
た
。

　

涇
水
の
流
れ
は
盆
地
に
入
っ
て
す
ぐ
に
湾
曲
し
て
方
向
を
変
え

る
。
そ
の
地
形
が
瓠ひ
さ
ごに
似
て
い
る
こ
と
か
ら
瓠こ

口こ
う

と
い
っ
た
。
春
の

渇
水
期
で
も
遠
心
力
か
ら
凸
面
の
外
側
に
沿
っ
て
水
が
流
れ
る
の

で
、
水
を
灌
漑
水
路
に
取
り
込
み
や
す
い
瓠
口
が
鄭
国
渠
の
引
水
口

に
選
ば
れ
た
。『
史
記
』
河
渠
書
は
「
涇
水
を
鑿う
が

ち
中
山
自よ

り
西
の

か
た
瓠こ

口こ
う

に
邸い
た

り
て
渠
を
為
り
、
北
山
に
並そ

い
東
の
か
た
洛
水
に
注

ぐ
こ
と
三
百
余
里
」
と
い
い
、
中
山
か
ら
平
原
に
出
た
地
点
と
、
涇

水
が
湾
曲
し
た
瓠
口
が
選
ば
れ
て
い
る
。
中
山
は
唐
代
に
は
仲
山
と

も
い
い
、
九き
ゅ
う

嵕そ
う

山
の
東
に
位
置
す
る
（『
史
記
』
河
渠
書
索
隠
注
、

正
義
注
）。
現
在
は
北
仲
山
（
標
高
一
〇
〇
四
メ
ー
ト
ル
）
と
い

う
。
北
山
は
こ
う
し
た
関
中
平
原
北
端
の
連
峰
を
総
称
し
た
言
い
方

で
あ
る
。
唐
代
の
皇
帝
陵
は
四
つ
の
人
工
墳
を
除
け
ば
北
山
の
一
つ

一
つ
の
山
を
陵
墓
に
し
た
。
九
嵕
山
（
一
一
八
八
メ
ー
ト
ル
）
は
太

宗
の
昭
陵
、
嵯
峨
山
（
一
四
二
三
メ
ー
ト
ル
）
は
徳
宗
の
崇
陵
、
北

仲
山
は
宣
宗
の
貞
陵
な
ど
で
あ
る
。

　

黄
土
の
大
地
は
土
壌
が
脆
い
の
で
浸
食
が
速
く
、
涇
水
の
川
底
は

耕
地
よ
り
も
次
第
に
低
く
な
る
。
そ
の
段
差
を
克
服
す
る
た
め
に

は
、
引
水
口
を
次
第
に
上
流
に
求
め
て
い
っ
た
。
秦
漢
以
来
、
宋
元

明
清
の
歴
代
の
引
水
口
が
並
ん
で
い
る
。
現
在
の
引
水
口
は
も
っ
と

も
北
に
あ
る
ダ
ム
に
あ
る
。
一
九
八
五
年
、
鄭
国
渠
の
引
水
口
附
近

で
流
れ
に
直
角
に
交
わ
る
全
長
二
六
五
〇
メ
ー
ト
ル
も
の
版
築
が
発

見
さ
れ
〉
2
〈

た
。
ダ
ム
で
水
を
せ
き
止
め
、
水
位
を
上
げ
て
引
水
し
た
の

で
は
な
い
か
と
推
測
さ
れ
て
い
る
。
古
代
に
も
ダ
ム
が
作
ら
れ
て
い

た
こ
と
に
な
る
。
水
圧
を
考
え
る
と
、
長
城
や
城
壁
以
上
に
高
度
な

土
木
技
術
が
求
め
ら
れ
る
。
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水
路
は
北
山
と
い
う
山
並
み
に
沿
っ
て
東
の
洛
水
ま
で
三
百
里

（
約
一
二
〇
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
）
に
及
ん
だ
。
三
百
里
の
長
さ
ま
で
水

路
の
傾
斜
を
維
持
す
る
に
は
北
山
に
沿
う
と
い
う
の
は
適
切
な
方
法

で
あ
る
。
ま
た
東
西
の
渠
道
か
ら
南
北
の
傾
斜
を
利
用
し
て
支
渠
を

分
流
し
て
耕
地
を
灌
漑
す
る
。
塩
害
の
地
を
四
万
余
頃
（
一
頃
は

一
・
八
二
ヘ
ク
タ
ー
ル
）
も
灌
漑
し
た
。
一
畝
あ
た
り
普
通
は
一
石せ
き

半
（
一
石
は
約
三
〇
キ
ロ
グ
ラ
ム
）
の
収
穫
の
と
こ
ろ
、
一
鐘（
鍾
）

す
な
わ
ち
六
斛
四
斗
に
な
っ
た
。
六
倍
の
収
穫
に
な
り
、
豊
作
時
の

収
穫
を
上
回
る
。
乾
燥
地
の
穀
物
は
ア
ワ
と
小
麦
で
あ
る
。
司
馬
遷

は
、
鄭
国
渠
に
よ
っ
て
関
中
が
豊
か
に
な
っ
た
の
で
、
秦
は
そ
の
経

済
力
で
諸
侯
を
併
合
で
き
た
の
だ
と
い
う
。

　

乾
燥
し
た
土
壌
で
は
地
下
水
位
が
上
昇
し
、
地
表
に
塩
分
が
吹
き

出
る
。
こ
れ
を
涇
水
の
泥
水
で
押
し
流
し
て
灌
漑
す
る
の
が
鄭
国
渠

の
智
恵
で
あ
っ
た
。
現
地
で
は
灌
漑
水
の
排
水
溝
が
築
か
れ
て
い

る
。
灌
漑
水
を
畑
に
溜
め
て
お
く
と
、
地
下
水
の
上
昇
を
誘
発
す

る
。
灌
漑
水
路
よ
り
も
深
い
位
置
に
排
水
溝
を
設
け
れ
ば
、
地
下
水

も
排
水
溝
よ
り
上
に
は
昇
ら
ず
、
塩
害
を
防
ぐ
こ
と
が
で
き
る
。
秦

の
時
代
に
そ
こ
ま
で
の
智
恵
が
あ
っ
た
か
ど
う
か
は
ま
だ
不
明
で
あ

る
。

　

こ
の
よ
う
に
鄭
国
渠
の
灌
漑
水
路
が
仲
山
を
含
む
北
山
の
山
系
と

切
り
離
せ
な
か
っ
た
こ
と
は
重
要
で
あ
る
。

三
　
始
皇
帝
陵
と
水
利 

　
─
─
驪
山
山
麓
斜
面
の
地
下
水
の
活
用

　

鄭
国
渠
の
水
利
技
術
は
始
皇
帝
陵
の
地
下
宮
殿
に
も
同
時
に
応
用

さ
れ
て
い
た
。
驪
山
の
北
麓
の
緩
や
か
な
傾
斜
地
を
ひ
た
す
ら
地
下

宮
殿
の
た
め
に
掘
り
進
め
た
の
で
あ
る
。
秦
の
時
代
の
古
井
戸
の
深

さ
か
ら
す
る
と
、
一
五
、六
メ
ー
ト
ル
も
掘
る
と
地
下
水
が
浸
透
し

て
く
る
土
地
で
あ
る
。
地
下
宮
殿
の
深
さ
は
三
〇
メ
ー
ト
ル
近
く
で

あ
る
の
で
、
浸
透
し
て
き
た
水
を
排
除
す
る
た
め
に
地
下
深
く
に
排

水
溝
が
設
け
ら
れ
た
。
地
下
宮
殿
の
床
面
の
三
〇
メ
ー
ト
ル
を
超
え

る
深
さ
に
す
れ
ば
、
浸
水
は
そ
こ
に
貯
ま
る
。
緩
や
か
な
斜
面
で
あ

る
の
で
、
地
下
水
も
緩
や
か
に
北
に
流
れ
て
い
く
。
こ
の
地
下
の
排

水
溝
は
地
下
宮
殿
が
完
成
す
る
と
、
土
で
埋
め
て
地
下
ダ
ム
と
し

た
。
中
国
で
は
地
下
阻
排
水
系
統
と
呼
ん
で
い
る
。
墳
丘
の
地
下
に

東
西
南
の
三
方
を
つ
な
げ
て
建
造
し
た
。
全
長
は
約
千
メ
ー
ト
ル
、

幅
は
一
七
メ
ー
ト
ル
と
推
測
さ
れ
て
い
る
。
水
に
強
い
青
膏
泥
の
版

築
で
造
ら
れ
た
。
陵
園
は
東
南
か
ら
西
北
方
向
に
八
五
メ
ー
ト
ル
の

落
差
が
あ
り
、
こ
れ
を
巧
み
に
利
用
し
〉
3
〈

た
。
鄭
国
渠
と
陵
墓
の
地
下

ダ
ム
の
発
想
は
、
東
方
大
平
原
か
ら
流
入
し
た
高
度
な
水
利
技
術
か

ら
き
て
い
る
。
秦
の
東
方
か
ら
の
人
材
と
技
術
の
導
入
は
早
い
。

　

地
下
ダ
ム
の
発
想
は
、
日
本
の
栃
木
県
の
那
須
野
が
原
の
扇
状
地

の
水
利
に
も
見
ら
れ
た
。
一
九
三
七
年
、
地
下
に
浸
透
し
た
伏
流
水
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を
地
上
の
水
田
に
供
給
す
る
た
め
に
、
扇
状
地
を
横
断
す
る
方
向
に

地
下
ダ
ム
を
築
い
て
斜
面
を
流
れ
る
地
下
水
を
貯
え
よ
う
と
し
た

が
、
実
現
は
し
な
か
っ
〉
4
〈

た
。
そ
の
後
、
宮
古
島
で
は
一
九
七
九
年
に

な
っ
て
地
下
ダ
ム
が
建
設
さ
れ
た
と
い
〉
5
〈

う
。

　

驪
山
は
東
西
二
五
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
、
南
北
七
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
に
連

な
る
平
均
海
抜
千
メ
ー
ト
ル
の
低
山
丘
陵
で
あ
り
、
最
高
位
の
標
高

は
一
三
〇
二
メ
ー
ト
ル
、
南
は
秦
嶺
山
脈
に
連
な
る
。
学
習
院
大
学

東
洋
文
化
研
究
所
と
東
海
大
学
情
報
技
術
セ
ン
タ
ー
は
共
同
研
究
を

実
施
し
、
衛
星
画
像
を
分
析
し
て
秦
始
皇
帝
陵
の
自
然
環
境
を
復
元

し
て
き
〉
6
〈

た
。
衛
星
画
像
か
ら
始
皇
帝
陵
の
位
置
す
る
驪
山
北
麓
の
斜

面
の
Ｓ
Ｒ
Ｔ
Ｍ
／
Ｄ
Ｅ
Ｍ
（
Ｎ
Ａ
Ｓ
Ａ
ス
ペ
ー
ス
シ
ャ
ト
ル
立
体
地

形
デ
ー
タ
に
よ
る
高
精
度
三
次
元
地
形
図
）
断
面
図
を
見
る
と
（
東

海
大
学
情
報
技
術
セ
ン
タ
ー
作
成
、
東
経
一
〇
九
度
一
三
分
二
〇
秒

の
南
北
断
面
図
）、
傾
斜
度
は
始
皇
帝
陵
を
囲
む
外
城
間
で
二
度
、

始
皇
帝
陵
墳
丘
南
の
内
外
城
間
で
二
・
七
度
で
あ
る
。
現
地
を
歩
く

と
こ
の
傾
斜
を
実
感
で
き
る
し
、
始
皇
帝
陵
の
陵
園
の
降
雨
水
が
北

に
勢
い
よ
く
流
れ
て
い
く
の
を
確
認
で
き
る
。
始
皇
帝
陵
の
外
城
部

分
に
設
け
ら
れ
た
外
壁
も
、
数
メ
ー
ト
ル
間
隔
で
段
差
を
も
っ
た
形

で
作
ら
れ
て
い
る
。

　

驪
山
の
北
麓
は
西
は
華
清
池
か
ら
東
の
戯
水
ま
で
約
一
〇
キ
ロ

メ
ー
ト
ル
の
範
囲
は
急
峻
な
斜
面
を
形
成
し
て
い
る
の
で
、
始
皇
帝

陵
を
取
り
囲
む
屏
風
の
よ
う
な
形
に
な
っ
て
い
る
。
細
か
な
谷
間
か

ら
は
小
河
川
の
河
道
が
何
本
も
北
上
す
る
。
日
常
は
水
無
川
で
あ
る

が
、
驪
山
に
降
雨
が
続
く
と
、
水
が
流
れ
る
。
大
水
口
は
始
皇
帝
陵

東
南
に
位
置
す
る
大
き
な
谷
で
あ
り
、
そ
こ
か
ら
西
北
方
向
に
流
れ

る
水
は
全
長
一
七
〇
〇
メ
ー
ト
ル
の
五
嶺
遺
跡
と
し
て
現
存
す
る
堤

防
に
ぶ
つ
か
り
、
始
皇
帝
陵
の
墳
丘
方
向
に
は
流
れ
な
い
よ
う
に
工

夫
さ
れ
て
い
る
。

　

始
皇
帝
陵
で
は
地
上
と
地
下
の
堤
防
が
連
係
し
て
機
能
し
て
い
る

こ
と
に
な
る
。
そ
し
て
さ
ら
に
始
皇
帝
陵
の
墳
丘
の
北
に
は
魚
池
と

い
う
湖
沼（
た
め
池
）が
あ
る
。
魚
池
に
関
し
て
は
『
史
記
』に
は
な

く
、
北
魏
の
『
水
経
注
』
巻
一
九
渭
水
注
に
つ
ぎ
の
よ
う
に
見
え
る
。

　
　

渭
水
は
右
に
新
豊
県
故
城
の
北
を
逕へ

、
東
の
か
た
魚
池
水
と
会

す
。
水
は
麗り

山ざ
ん

の
東
北
よ
り
出
、
本
は
源
を
導
き
て
北
流
す
。

後
に
秦
始
皇
の
山
北
に
葬
ら
る
る
や
、
水
は
過
ぎ
て
曲
行
し
、

東
に
注
ぎ
北
に
轉
ず
。
始
皇
の
陵
を
造
る
や
、
土
を
其
の
地
に

取
れ
ば
、
汙く
ぼ

み
て
深
く
水
積
も
り
て
池
を
成
し
、
之
を
魚
池
と

謂
う
な
り
。
秦
皇
陵
の
東
北
五
里
に
在
り
、
周
囲
は
四
里
、
池

水
西
北
し
て
流
れ
、
始
皇
冢
の
北
を
〉
7
〈
逕
。

始
皇
帝
陵
の
墳
丘
の
土
壌
を
採
掘
し
た
跡
地
に
水
が
溜
ま
っ
た
と
伝

え
ら
れ
て
い
る
。
現
在
も
魚
池
は
水
を
た
た
え
て
い
る
が
、
始
皇
帝

陵
周
辺
の
Ａ
Ｌ
Ｏ
Ｓ
画
像
（
二
〇
〇
七
年
一
一
月
一
八
日
撮
影
、
画

像
処
理
東
海
大
学
情
報
技
術
セ
ン
タ
ー
）
と
Ｃ
Ｏ
Ｒ
Ｏ
Ｎ
Ａ
画
像

（
一
九
六
九
年
一
二
月
一
二
日
画
像
処
理
同
セ
ン
タ
ー
）
を
比
べ
て

も
、
水
量
と
魚
池
の
範
囲
の
変
化
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
地
上
の

河
川
が
溢
れ
た
場
合
に
は
、
魚
池
に
貯
水
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
さ
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ら
に
魚
池
水
が
始
皇
帝
陵
の
墳
丘
を
迂
回
す
る
よ
う
に
北
側
に
ま
わ

り
、
現
在
で
は
墳
丘
の
真
北
の
東
寄
り
に
魚
池
が
隣
接
し
て
位
置
し

て
い
る
こ
と
か
ら
見
れ
ば
、
地
下
宮
殿
の
地
下
水
の
排
水
と
魚
池

水
・
魚
池
の
保
水
機
能
は
連
関
し
て
い
た
こ
と
が
想
像
で
き
〉
8
〈

る
。

四
　
魏
の
大
梁
攻
撃
─
─
黄
河
の
水
を
引
く

　

前
二
二
五
年
秦
の
将
軍
の
王お
う

賁ほ
ん

は
魏
を
攻
撃
し
、
河
溝
を
引
き
入

れ
て
都
の
大
梁
を
水
攻
め
に
し
た
。『
史
記
』
巻
六
秦
始
皇
本
紀
始

皇
二
二
年
条
に
は
「
王
賁
魏
を
攻
め
、
河
溝
を
引
き
大
梁
に
灌
ぐ
。

大
梁
の
城
壊
れ
、
其
の
王
降
ら
ん
こ
と
を
請
う
も
、
尽
く
其
の
地
を

取
る
」
と
あ
る
。『
史
記
』
巻
四
四
魏
世
家
に
は
「（
魏
王
仮
）
三

年
、
秦
大
梁
に
灌そ
そ

ぎ
、
王
仮
を
慮
に
し
、
遂
に
魏
を
滅
ぼ
し
て
以
て

郡
県
と
為
す
」
と
あ
る
だ
け
で
あ
る
が
、
太
史
公
の
論
賛
に
は
司
馬

遷
が
大
梁
の
廃
墟
を
訪
れ
た
と
き
に
廃
墟
の
な
か
に
住
ん
で
い
た
人

の
話
を
載
せ
る
。「
秦
の
梁
を
破
る
や
、
河
溝
を
引
き
て
大
梁
に
灌

ぐ
。
三
月
し
て
城
壊
れ
、
王
降
ら
ん
こ
と
を
請
う
も
遂
に
魏
を
滅
ぼ

す
」
と
い
う
こ
と
ば
で
あ
る
。
秦
始
皇
本
紀
の
文
章
に
近
い
が
、
城

の
陥
落
に
は
三
か
月
も
の
期
間
を
要
し
た
こ
と
が
見
え
、
最
後
は
魏

王
の
仮
を
捕
ら
え
て
魏
を
滅
ぼ
し
た
と
い
う
。

　

大
梁
は
現
在
の
河
南
省
開
封
市
の
西
北
に
あ
っ
た
。
現
在
の
黄
河

は
開
封
市
の
す
ぐ
北
を
流
れ
て
い
る
が
、
秦
の
時
代
の
黄
河
は
さ
ら

に
北
に
七
〇
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
の
場
所
を
流
れ
て
い
た
。
黄
河
は

開
封
よ
り
も
西
の
滎け
い

陽よ
う

付
近
で
北
に
向
き
を
変
え
て
い
た
。
河
溝
と

い
う
の
は
、
黄
河
か
ら
引
い
た
灌
漑
水
路
で
あ
る
鴻
溝
の
こ
と
で
あ

る
。『
史
記
』
巻
二
九
河
渠
書
で
は
春
秋
時
代
の
こ
と
と
し
て
「
是こ
れ

自よ

り
の
後
、
滎
陽
の
下
に
河
を
引
き
、
東
南
し
て
鴻
溝
を
為
し
、
以

て
宋
鄭
陳
蔡
曹
衛
に
通
じ
、
濟
汝
淮
泗
と
会
す
」
と
あ
り
、
鴻
溝
は

平
原
を
東
南
に
流
れ
て
淮
水
に
ま
で
通
じ
て
い
た
。
こ
こ
に
挙
げ
ら

れ
た
六
つ
の
小
国
は
い
ず
れ
も
孔
子
が
訪
れ
た
国
で
あ
る
。
東
方
大

平
原
は
水
運
も
発
達
し
て
い
た
。
黄
河
の
増
水
期
に
あ
わ
せ
て
こ
の

水
路
を
決
壊
し
て
洪
水
を
人
為
的
に
起
こ
せ
ば
、
平
原
の
都
市
は
容

易
に
水
没
し
て
し
ま
う
。
秦
の
大
梁
攻
撃
は
、
水
利
に
無
知
な
戦
略

と
い
う
よ
り
は
、
水
利
に
熟
知
し
た
戦
術
と
い
え
る
。

　
「
魏
を
屠ほ
ふ

る
」
と
ま
で
表
現
し
た
大
梁
城
を
殲
滅
し
た
こ
の
と
き

の
戦
争
は
、
天
下
の
諸
侯
を
合
わ
せ
よ
う
と
す
る
目
的
が
顕
著
で

あ
っ
た
。
秦
は
魏
を
滅
ぼ
す
と
同
時
に
黄
河
と
鴻
溝
の
分
岐
点
で
あ

る
東
方
大
平
原
の
大
扇
状
地
の
頂
点
を
押
さ
え
た
。
こ
の
地
の
滎
陽

は
、
の
ち
に
項
羽
の
楚
と
劉
邦
の
漢
が
争
う
ほ
ど
軍
事
的
に
重
要
で

あ
っ
た
。
鴻
溝
を
境
界
と
し
て
東
を
項
羽
、
西
を
劉
邦
の
勢
力
圏
と

し
、
楚
城
と
漢
城
が
対
峙
し
て
作
ら
れ
た
。

　

黄
河
ほ
ど
の
大
河
か
ら
水
を
引
く
こ
と
は
容
易
で
は
な
く
、
ど
こ

で
も
よ
い
わ
け
で
は
な
い
。
滎
陽
付
近
の
地
形
は
か
つ
て
氾
濫
が
起

き
た
場
所
で
あ
る
。『
史
記
』
秦
始
皇
本
紀
始
皇
二
九
年
条
に
、「
二

十
九
年
始
皇
東
游
す
。
陽
武
の
博
狼
沙
中
に
至
り
盗
の
驚
く
所
と
な

る
」
と
あ
り
、
前
二
一
八
年
に
始
皇
帝
は
第
三
回
の
巡
行
の
と
き
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に
、
滎
陽
と
大
梁
の
間
に
あ
る
博
浪（
狼
）沙
を
通
過
し
、
盗
賊
に
襲

わ
れ
た
。
博
浪
沙
は
文
字
通
り
黄
河
の
氾
濫
に
よ
っ
て
砂
が
堆
積
し

た
土
地
で
あ
る
。
こ
こ
で
天
下
に
犯
人
の
捜
索
を
十
日
間
も
行
っ
た

が
、
見
つ
か
っ
て
い
な
い
。
韓
を
滅
ぼ
さ
れ
た
と
き
に
弟
を
殺
さ
れ

た
こ
と
を
怨
ん
だ
張
良
の
起
こ
し
た
事
件
で
あ
っ
た
。
巡
行
の
始
皇

帝
の
車
を
め
が
け
て
鉄
の
お
も
り
一
二
〇
斤
を
力
士
に
投
げ
さ
せ
た

が
、
副
車
に
当
た
っ
て
失
敗
し
た
と
い
う
。

　

黄
河
の
南
に
は
嵩
山
山
系
、
黄
河
の
北
岸
は
太
行
山
系
が
せ
り
出

し
て
い
る
。
黄
河
は
こ
こ
か
ら
東
に
東
方
大
平
原
と
呼
ぶ
広
大
な
平

原
に
流
れ
出
る
。
文
献
の
残
さ
れ
た
歴
史
時
代
で
は
、
黄
河
が
山
東

丘
陵
の
南
に
流
れ
た
の
は
一
二
世
紀
以
降
で
あ
る
が
、
博
浪
沙
は
文

献
以
前
の
古
黄
河
の
跡
で
あ
ろ
う
。

五
　
運
河
の
建
設
─
─
分
水
嶺
で
二
つ
の
源
流
を
結
ぶ

　

秦
は
統
一
後
、
前
二
一
四
年
、
軍
隊
や
食
糧
を
南
方
に
輸
送
す
る

た
め
に
、
郡
監
の
禄
に
渠
（
運
河
）
を
築
か
せ
、
郡
尉
の
屠と

睢す
い

は
楼

船
の
兵
士
を
率
い
て
百
越
を
攻
撃
し
た
が
、
秦
軍
は
大
敗
し
た
。
そ

の
後
、
趙
佗
が
優
位
に
兵
を
進
め
た
。
南
海
へ
到
達
し
た
い
と
い
う

渇
望
が
南
北
を
船
で
航
行
す
る
こ
と
を
実
現
さ
せ
た
。
始
皇
帝
の
時

代
の
嶺
南
に
い
た
る
運
河
は
、
の
ち
に
霊
渠
と
呼
ば
れ
て
現
存
し
、

自
然
の
河
川
を
含
め
て
全
長
三
四
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
に
も
延
び
て

い
〉
9
〈

る
。
霊
渠
は
北
の
匈
奴
と
の
戦
争
で
の
直
道
に
相
当
す
る
。
霊
渠

に
つ
い
て
は
『
史
記
』
で
は
巻
一
一
二
平
津
侯
主
父
偃
列
伝
に
、
武

帝
の
と
き
の
厳
安
の
上
書
の
こ
と
ば
と
し
て
「
監
禄
を
し
て
渠
を
鑿う
が

ち
糧
を
運
ば
せ
、
深
く
越
に
入
れ
ば
、
越
人
遁
逃
す
」
と
あ
る
だ
け

で
あ
り
、
の
ち
に
『
水
経
注
』
湘
水
・
灕
水
注
で
は
霊
渠
と
呼
ば
れ

て
い
る
。
そ
の
原
理
は
唐
宋
時
代
以
降
現
在
ま
で
の
姿
か
ら
た
ど
る

ほ
か
は
な
い
。

　

長
江
中
流
の
南
郡
が
南
の
支
配
の
拠
点
で
あ
り
、
そ
こ
か
ら
ま
っ

す
ぐ
南
下
す
れ
ば
、
南
海
に
面
し
た
番ば
ん

禺ぐ

の
港
に
出
る
こ
と
が
で
き

る
。
湘
水
を
南
に
さ
か
の
ぼ
り
源
流
に
入
る
と
、
す
ぐ
近
く
に
灕
水

の
支
流
が
あ
り
、
湘
水
と
は
逆
に
南
に
向
か
っ
て
流
れ
て
い
た
。
両

河
川
の
分
水
嶺
で
は
わ
ず
か
二
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
し
か
離
れ
て
お
ら

ず
、
湘
水
支
流
の
方
が
数
メ
ー
ト
ル
低
い
が
、
水
位
を
上
昇
さ
せ
な

が
ら
結
べ
ば
船
を
航
行
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。
両
河
川
を
た
だ
運

河
で
直
結
さ
せ
る
こ
と
は
し
な
か
っ
た
。
船
が
航
行
で
き
る
た
め
に

は
、
季
節
に
よ
る
水
量
の
増
減
に
か
か
わ
ら
ず
水
位
を
確
保
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
た
め
に
湘
水
の
水
を
三
分
し
、
中
央
に
堰
を

置
き
、
そ
の
南
北
に
北
渠
と
南
渠
を
開
い
た
。
南
渠
を
灕
水
と
直
結

さ
せ
、
北
渠
は
湘
水
に
も
ど
し
た
。
堰
と
北
渠
に
よ
っ
て
南
渠
の
水

量
を
確
保
し
、
増
水
す
れ
ば
堰
か
ら
湘
水
の
古
道
に
排
出
さ
れ
た
。

後
世
の
京
杭
大
運
河
や
パ
ナ
マ
運
河
で
は
水
門
の
開
閉
に
よ
っ
て
水

位
を
上
下
さ
せ
た
が
、
霊
渠
で
は
分
水
嶺
に
お
い
て
堰
と
二
つ
の
渠

を
造
成
し
て
高
低
差
を
解
消
し
た
。

　

馬
王
堆
前
漢
墓
か
ら
は
霊
渠
の
す
ぐ
東
部
の
地
形
図
の
帛
画
が
出
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土
し
て
い
る
。
湘
水
の
上
流
の
水
の
水
系
と
九
疑
山
系
の
一
八
〇
キ

ロ
メ
ー
ト
ル
四
方
の
地
形
図
の
な
か
に
、
零
陵
郡
の
県
城
と
里
の
聚

落
が
描
か
れ
て
い
〉
10
〈

る
。
と
く
に
分
水
嶺
を
は
さ
ん
で
南
海
に
注
ぐ
河

川
と
、
長
江
へ
北
流
す
る
河
川
と
が
綿
密
に
表
現
さ
れ
て
い
る
。
南

越
の
国
内
側
は
縮
尺
を
無
視
し
て
南
海
ま
で
河
川
系
だ
け
を
記
し
て

あ
る
。
太
い
本
流
に
注
ぐ
細
い
支
流
に
は
一
つ
一
つ
河
川
名
が
記
入

さ
れ
、
伏
流
水
の
位
置
も
わ
か
る
。
道
路
も
少
し
は
記
入
さ
れ
て
い

る
が
、
河
川
沿
い
に
聚
落
が
分
布
し
て
お
り
、
河
川
の
水
運
が
交
通

路
で
あ
っ
た
。
洮
陽
県
ま
で
描
か
れ
て
い
る
が
、
そ
の
す
ぐ
隣
の
県

城
が
霊
渠
の
あ
る
零
陵
で
あ
る
。
こ
の
地
図
に
も
山
系
と
水
系
を
一

体
に
理
解
し
て
い
た
中
国
古
代
の
地
理
感
を
う
か
が
う
こ
と
が
で
き

る
。
前
三
世
紀
、
戦
国
秦
の
時
代
の
木
版
地
図
は
甘
粛
省
天
水
市
東

南
の
放
馬
灘
の
秦
墓
か
ら
出
土
し
〉
11
〈
た
。
裏
表
あ
わ
せ
て
四
枚
の
地
図

に
水
系
、
分
水
嶺
、
聚
落
、
道
路
、
森
林
な
ど
が
記
さ
れ
て
お
り
、

馬
王
堆
の
地
形
図
と
の
類
似
点
が
多
い
。
高
原
の
地
理
に
熟
知
し
て

い
た
秦
が
、
湘
水
と
灕
水
と
を
分
水
嶺
で
結
ぼ
う
と
考
え
て
も
お
か

し
く
は
な
い
。

六
　
南
海
と
の
遭
遇
─
─
海
の
潮
を
防
ぐ
都
市

　

広
東
省
広
州
、
古
代
に
は
番ば
ん

禺ぐ

と
い
っ
た
。
珠
江
デ
ル
タ
の
西

江
・
北
江
・
東
江
が
合
流
す
る
地
に
位
置
し
、
南
海
の
拠
点
の
港
湾

都
市
で
あ
る
。
番
は
蕃
、
禺
は
地
の
隅
を
意
味
す
る
。
番
禺
城
は
現

在
の
地
形
よ
り
も
珠
江
に
隣
接
し
て
南
海
に
も
近
か
っ
た
。
霊
渠
の

開
通
に
よ
っ
て
南
郡
か
ら
南
海
の
こ
の
地
ま
で
内
陸
を
航
行
で
き
る

よ
う
に
な
っ
た
。
秦
は
こ
こ
に
造
船
工
場
を
築
い
た
。
一
九
七
五
年

と
九
四
年
に
発
掘
が
行
わ
れ
、
長
い
材
木
が
レ
ー
ル
の
よ
う
に
二
本

ず
つ
南
北
に
三
基
並
び
、
そ
の
レ
ー
ル
上
に
は
垂
直
に
短
い
材
木
が

立
ち
な
ら
び
、
レ
ー
ル
の
下
に
は
枕
木
が
敷
か
れ
て
い
た
。
船
を
支

え
、
建
造
後
は
海
に
滑
ら
せ
る
よ
う
な
ド
ッ
ク
の
よ
う
な
も
の
で
あ

り
、
そ
の
形
か
ら
す
る
と
三
〇
〜
六
〇
ト
ン
の
沿
海
航
行
用
の
平
底

船
が
造
ら
れ
た
と
い
わ
れ
る
。

　

し
か
し
そ
の
後
同
じ
場
所
で
、
一
九
九
四
年
に
は
「
蕃
池
」
と
い

う
池
、
九
五
年
に
は
井
戸
、
九
七
年
に
は
池
と
暗
渠
で
結
ば
れ
た
一

五
〇
メ
ー
ト
ル
も
の
曲
水
溝
（
中
国
語
で
は
「
宮
苑
曲
流
石
渠
」）、

二
〇
〇
三
年
に
は
宮
殿
遺
跡
、
二
〇
〇
四
〜
〇
五
年
に
は
井
戸
か
ら

百
余
枚
の
木
簡
と
続
々
出
土
し
て
い
〉
12
〈
る
。
こ
れ
ら
南
越
国
の
王
宮
と

御
苑
遺
跡
は
あ
ま
り
に
も
秦
の
造
船
工
場
と
隣
接
し
す
ぎ
て
い
る
。

一
方
を
秦
、
一
方
を
南
越
の
遺
跡
と
す
る
こ
と
に
反
論
が
出
さ
れ
る

こ
と
も
う
な
ず
け
〉
13
〈
る
。

　

二
〇
〇
〇
年
に
は
木
製
の
水
門
遺
跡
（
中
国
語
で
は
「
南
越
国
木

構
水
関
遺
址
」）
が
番
禺
城
南
端
で
発
見
さ
れ
て
お
り
、
海
港
都
市

番
禺
城
の
防
潮
施
設
と
見
ら
れ
て
い
る
。
海
に
面
し
た
南
越
の
海
港

都
市
の
全
貌
が
明
ら
か
に
な
り
つ
つ
あ
り
、
秦
の
造
船
工
場
の
遺
跡

も
見
直
し
が
求
め
ら
れ
る
。

　

曲
水
渠
は
北
の
石
水
池
（
蕃
池
）
か
ら
ま
っ
す
ぐ
南
に
伸
び
、
三
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日
月
形
の
石
池
を
へ
て
西
方
向
に
流
れ
を
変
え
る
。
そ
の
す
ぐ
北
の

造
船
遺
跡
の
方
向
と
一
致
す
る
。
番
禺
城
遺
跡
の
西
北
端
に
は
秦
代

の
港
湾
遺
跡
が
あ
り
、
番
禺
城
は
珠
江
の
分
流
に
囲
ま
れ
て
い
た
都

市
で
あ
っ
た
。

　

そ
も
そ
も
秦
の
百
越
支
配
と
そ
の
後
の
南
越
の
独
立
は
、
秦
か
ら

南
下
し
た
同
じ
人
間
に
よ
っ
て
行
わ
れ
た
。
趙
佗
は
黄
河
下
流
の

北
、
真
定
の
出
身
で
あ
り
、
越
に
入
り
秦
の
南
海
郡
の
龍
川（
県
）令

と
な
っ
た
。
始
皇
帝
の
死
後
、
二
世
皇
帝
の
と
き
に
遠
く
中
原
で
叛

乱
が
起
き
て
秦
が
滅
亡
し
た
こ
と
か
ら
、
南
越
を
建
国
し
て
武
王
と

な
っ
た
の
で
あ
る
。
趙
佗
を
と
り
ま
く
支
配
者
は
も
と
は
秦
に
征
服

さ
れ
た
旧
六
国
の
人
間
で
あ
り
、
越
人
の
上
に
か
れ
ら
が
征
服
王
朝

を
築
い
た
と
い
え
る
。
そ
の
国
家
モ
デ
ル
は
秦
帝
国
で
あ
り
、
さ
ま

ざ
ま
な
技
術
も
中
原
か
ら
こ
の
地
に
持
ち
込
ま
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。

七
　
渤
海
上
の
巨
大
都
市
─
─
碣
石
宮

　

秦
帝
国
は
す
で
に
碣け
っ

石せ
き

や
琅ろ
う

邪や

台だ
い

に
は
壮
大
な
離
宮
を
作
っ
て
海

と
向
か
い
合
っ
て
い
た
。
現
在
の
連
雲
港
の
海
に
は
秦
帝
国
の
東
門

を
築
き
、
都
咸
陽
か
ら
東
門
ま
で
ま
っ
す
ぐ
に
東
に
直
線
が
延
び

る
。
文
字
通
り
の
帝
国
の
東
西
軸
で
あ
る
。
海
沿
い
に
立
て
ら
れ
た

刻
石
（
碣
石
・
之し

罘ふ

・
東
観
・
琅
邪
台
）
に
は
、
始
皇
帝
が
海
に
臨

ん
で
天
下
一
統
へ
の
道
を
回
顧
し
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
始
皇

帝
は
海
と
出
会
う
こ
と
に
よ
っ
て
天
下
が
海
に
囲
ま
れ
た
四
海
で
あ

り
海
内
で
あ
る
こ
と
を
実
感
し
た
。
現
実
に
は
東
方
の
諸
侯
を
并
兼

し
た
こ
と
が
天
下
一
統
で
あ
っ
た
が
、
眼
前
の
東
の
海
を
も
帝
国
に

組
み
込
も
う
と
し
た
。
帝
国
の
国
境
の
北
は
長
城
で
囲
ま
れ
、
東
は

海
に
囲
ま
れ
て
い
た
。

　

三
度
も
訪
れ
た
琅
邪
台
に
対
し
、
始
皇
帝
が
一
度
し
か
訪
れ
て
い

な
い
海
辺
の
場
所
が
碣
石
で
あ
っ
た
。
碣
石
と
は
海
に
そ
び
え
立
つ

石
を
意
味
す
る
。
単
独
の
石
と
い
う
よ
り
は
渤
海
の
岩
礁
群
の
あ
る

独
特
な
海
岸
地
形
を
指
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
前
二
一
五
年
第
四
回
巡

行
で
渤
海
沿
岸
の
碣
石
を
目
指
し
た
。
戦
国
時
代
の
燕
の
昭
王
は
こ

こ
に
碣
石
宮
を
築
き
、
五
行
説
と
新
九
州
説
を
説
い
た
鄒す
う

衍え
ん

を
招
い

て
み
ず
か
ら
こ
の
地
で
学
ん
だ
。
夏
の
禹
の
事
跡
を
記
し
た
『
禹

貢
』
に
は
碣
石
は
二
箇
所
に
出
て
く
る
。
一
つ
は
太
行
山
か
ら
五
岳

の
一
つ
恒
山
の
山
並
み
が
碣
石
ま
で
連
な
っ
て
海
に
入
る
と
い
い
、

も
う
一
つ
は
碣
石
を
右
に
見
な
が
ら
河
水
（
黄
河
）
の
河
口
に
入
る

と
い
う
記
述
で
あ
る
。『
尚
書
』
の
一
編
の
禹
貢
は
上
古
の
帝
王
の

政
治
を
語
る
書
で
あ
り
、『
史
記
』
夏
本
紀
に
引
か
れ
た
禹
貢
は
夏

王
朝
の
歴
史
を
語
る
書
で
あ
り
、『
史
記
』
河
渠
書
に
引
用
さ
れ
た

禹
貢
は
水
利
の
書
で
あ
り
、『
漢
書
』
地
理
志
に
引
用
さ
れ
た
禹
貢

で
は
地
理
書
で
あ
る
。
始
皇
帝
は
他
面
的
な
内
容
を
も
つ
禹
貢
を
行

動
の
規
範
に
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

　

黄
河
下
流
域
の
東
方
大
平
原
の
北
端
は
、
山
西
省
の
太
行
山
脈
か

ら
北
京
北
の
燕
山
山
脈
に
連
な
り
、
そ
の
山
並
み
は
最
後
は
渤
海
の

海
に
入
っ
て
い
る
。
山
系
が
直
接
海
に
没
し
た
地
形
が
岩
礁
海
岸
で
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あ
る
。
地
理
書
の
禹
貢
は
し
っ
か
り
そ
の
こ
と
を
語
っ
て
い
る
。
後

世
の
明
代
の
長
城
は
燕
山
山
脈
の
稜
線
に
連
綿
と
築
か
れ
、
そ
の
端

は
山
海
関
で
海
に
入
っ
て
い
る
。
そ
の
場
所
が
碣
石
で
あ
っ
た
。
ま

た
そ
こ
か
ら
現
在
の
天
津
ま
で
海
岸
を
南
下
し
て
い
く
と
、
禹
の
時

代
の
黄
河
の
河
口
に
行
き
着
く
。
上
古
の
黄
河
が
始
皇
帝
の
時
代
の

黄
河
よ
り
も
ず
っ
と
北
の
渤
海
に
注
い
で
い
た
こ
と
を
禹
貢
は
語
っ

て
い
る
。
上
古
の
黄
河
は
大
陸
沢
か
ら
北
に
九
河
に
分
流
し
て
か
ら

ふ
た
た
び
逆
河
と
し
て
合
流
し
て
渤
海
に
入
っ
て
い
た
。

　

始
皇
帝
が
目
指
し
た
碣
石
は
、長
い
間
、陸
上
の
碣
石
山
で
あ
る
と

見
ら
れ
て
い
た
。
し
か
し
一
九
八
二
年
遼
寧
省
と
河
北
省
の
境
界
付

近
で
秦
漢
時
代
の
大
型
の
離
宮
群
が
発
見
さ
れ
た
こ
と
で
、
碣
石
の

謎
は
解
明
さ
れ
た
。東
西
約
五
〇
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
、一
七
箇
所
に
も
広

く
分
散
し
た
始
皇
帝
と
前
漢
武
帝
の
離
宮
群
は
岩
礁
を
ラ
ン
ド
マ
ー

ク
と
し
て
築
か
れ
た
。
東
端
の
地
は
石
碑
地
遺
跡
の
宮
殿
を
中
心
と

し
、東
西
三
・
五
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
、南
北
四
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
範
囲
に

あ
る
。
真
南
に
姜
女
石
と
い
う
岩
礁
が
あ
る
。
本
来
は
二
つ
の
岩
礁

が
門
の
よ
う
に
海
面
か
ら
二
四
メ
ー
ト
ル
も
そ
び
え
立
っ
て
い
た

が
、今
は
一
方
が
砕
か
れ
て
い
る
。
こ
れ
が
碣
石
の
中
心
で
あ
っ
た
。

　

碣
石
は
引
き
潮
に
な
れ
ば
陸
続
き
に
な
る
。
海
岸
か
ら
碣
石
ま
で

四
〇
〇
メ
ー
ト
ル
の
間
は
通
路
を
設
け
、
碣
石
と
海
を
眺
め
ら
れ
る

よ
う
な
高
層
の
離
宮
建
築
が
あ
っ
た
。
海
に
面
し
て
い
る
だ
け
に
、

基
礎
と
し
て
三
〇
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
の
木
炭
の
層
の
上
に
一
〇
セ
ン

チ
メ
ー
ト
ル
の
海
の
沙
を
敷
き
詰
め
、
そ
の
上
に
土
の
層
を
固
め
る

な
ど
防
潮
工
事
も
施
さ
れ
て
い
た
。
海
の
宮
殿
と
都
市
の
建
設
に

は
、
こ
こ
で
も
海
に
対
す
る
水
利
技
術
が
必
要
で
あ
っ
）
14
（

た
。

お
わ
り
に

　
「
始
皇
を
酈り

山ざ
ん

に
葬
り
」、「
三
泉
を
穿う
が

ち
て
銅
を
下
し
て
椁か
く

を
致

し
」、「
水
銀
を
以
て
百
川
江
河
大
海
を
為
し
、
機
も
て
相
灌
輸
し
、

上
に
は
天
文
を
具
え
、
下
に
は
地
理
を
具
う
」
と
い
う
始
皇
帝
陵
の

建
設
を
伝
え
た
『
史
記
』
秦
始
皇
本
紀
始
皇
三
七
年
条
の
記
述
は
、

秦
の
水
利
を
語
っ
た
も
の
と
し
て
読
み
直
す
こ
と
が
で
き
る
。
驪
山

の
北
斜
面
の
地
下
に
埋
葬
し
て
地
下
宮
殿
を
築
く
に
は
水
利
技
術
が

必
要
で
あ
っ
た
。
地
下
水
が
透
過
す
る
ほ
ど
の
深
い
空
間
の
環
境
の

な
か
で
遺
体
を
永
久
に
保
存
し
よ
う
と
す
る
一
方
、
地
下
宮
殿
を
守

る
た
め
に
地
下
水
の
浸
透
を
防
ぐ
こ
と
を
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
確
認
は
さ
れ
て
い
な
い
が
銅
と
い
う
金
属
ま
で
利
用
し
て
防
水

の
槨
室
を
作
っ
た
と
い
う
。
そ
し
て
何
よ
り
も
地
下
宮
殿
に
は
小
河

川
の
百
川
が
江
（
長
江
）
と
河
（
黄
河
）
の
大
河
に
集
ま
り
、
最
後
は

大
海
に
注
ぐ
と
い
う
自
然
の
水
系
を
常
温
液
体
の
金
属
で
あ
る
水
銀

で
再
現
し
た
。
日
月
や
星
宿
な
ど
の
天
文
を
天
井
に
描
く
と
同
時

に
、
地
理
す
な
わ
ち
山
系
を
描
い
た
。
河
川
と
海
の
水
系
と
山
系
と

天
文
の
一
体
化
し
た
光
景
が
地
下
世
界
に
再
現
さ
れ
た
こ
と
が
想
像

で
き
る
。
百
川
に
は
渭
水
や
涇
水
な
ど
も
含
ま
れ
る
。
天
下
の
自
然

の
大
き
な
水
系
の
な
か
で
は
鄭
国
渠
な
ど
の
人
工
的
な
灌
漑
施
設
な
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ど
小
さ
な
存
在
か
も
し
れ
な
い
。
自
然
の
大
き
な
水
系
と
山
系
の
な

か
で
機
能
し
た
存
在
で
あ
る
。
百
川
江
川
大
海
の
下
り
は
禹
貢
の
記

事
を
思
い
起
こ
さ
せ
る
。
始
皇
帝
に
と
っ
て
禹
の
存
在
は
大
き
い
。

「
会
稽
に
上
り
、
大
禹
を
祭
り
、
南
海
に
望
み
、
石
を
立
て
て
刻
し

て
秦
の
徳
を
頌
す
」（『
史
記
』
秦
始
皇
本
紀
始
皇
三
七
年
条
）、
南

巡
の
際
に
は
会
稽
山
で
禹
穴
（
禹
の
陵
墓
）
を
訪
れ
、
南
海
を
望
ん

だ
。
全
国
の
山
川
や
海
を
訪
れ
た
始
皇
帝
の
五
回
に
わ
た
る
巡
行

も
、
黄
帝
、
顓せ
ん

頊ぎ
ょ
く

、
帝
嚳こ
く

、
帝
堯
、
虞
舜
の
五
帝
の
行
動
を
手
本

と
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
秦
の
多
面
で
自
然
と
一
体
化
し
た
水
利
を

あ
ら
た
め
て
見
直
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
あ
ろ
う
。
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